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製品設計チェックリスト[bookmark: _GoBack]記入表132-1、記入表142-1

(No.132「トナーカートリッジVersion2」、No.142「インクカートリッジVersion2」共通)

◆製品設計チェックリストの考え方
カートリッジは容易にリサイクルできなくてはならない。「製品設計チェックリスト」には、ドイツブルーエンジェルDE-UZ219 を参考に、リサイクル容易性を高める指標が挙げられている。これらの指標は次の設計思想に基づいている。

【組み立て構造および結合技術】
· カートリッジは技術的に必要とされない限り、異なる材料間の結合を解除することができない結合(例えば、接着、溶接)を使用しないこと。
· カートリッジに使用される結合は容易に解除可能な機械的な結合であること。
· カートリッジは容易に手分解または機械分解できること。

【材料の選択】
· 筐体部分：材料の種類数を減らすために、個々のプラスチック製筐体部品はそれぞれ1種類のポリマーまたはポリマーブレンドからなること。筐体部品に使用される全てのプラスチック製部品は4種類までの分離可能なポリマーあるいはポリマーブレンドからなること。
· 大型の筐体に使用されているプラスチック材料は、既存のリサイクル技術に基づいて、高価値・長寿命の製品製造に再活用できるように構成されていなければならない。
· 部品へのコーティングは可能な限り少なくし、使用する場合には理由付けを行うこと。なお、電気メッキは使用してはならない。
· カートリッジは再生プラスチックが使用されるか、使用が許可されていること。

【使用後のカートリッジの活用】
· 事業者はカートリッジに使用される部品の再活用に関する情報を収集し製品設計に活かしていること(例えば、分解方法、部品の再使用、リサイクルに関する情報等)。
· カートリッジが再利用できないような装置をカートリッジに取り付けてはならない。

◆項目
1) カートリッジはリサイクルに適して構成され、次の各グループの要求項目のうち、全てのMust項目(M)を満足しなければならない。また、認定の要件ではないが、Should項目(S)を満足することが望ましい。
A:　組立構造と結合技術
B:　材料の選択とマーキング
C:　長寿命性

2) 用語の定義
	筺体部品
	機器を環境影響から保護すると共に、ユーザーと可動部品、発光部品または高電圧部品との接触を防ぐための外装カバーを構成する部品。

	アッセンブリー
	力あるいは形状によって互いに結合された2つ以上の部品から構成されるもの。

	電気・電子アッセンブリー(および部品)
	少なくとも1つの電気・電子部品を含むアッセンブリー(部品)。

	色材
	染料、顔料、およびその他添加物を、ポリマーマトリックス(例えば、トナーの場合)、溶剤(例えば、インクの場合)、ジェル、ワックス(例えば、固形インクの場合)といったキャリア物質に溶かした、または分散させた混合物。

	リサイクル
	本チェックリストでは、使用済みの(プラスチック)部品の材料としての活用を指す。

	再使用部品
	過去に使用され、再度使用されている部品。


3) カテゴリ分類
要求項目はMust項目、Should項目のいずれかのカテゴリに分類される。
	Must 項目(M)
	実現されなくてはならない項目

	Should　項目(S)
	実現されることが望ましい項目
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要求
	対象
	カテ
ゴリ
	実現
	解説

	A:組立構造と結合技術

	A1
	相互に適合性を有さない材料でできたアッセンブリー同士は分離可能か、または分離補助部付きで結合されているか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい　/□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	重要な結合は筐体と電気・電子アッセンブリー間の結合である。それらの分離可能性はアッセンブリーと材料の分別された使用／活用のためおよび有害物質を含む部品の速やかで確実な除去のための前提条件である。接着される銘板(例えば、企業のロゴやラベル)も対象となる。「分離補助部」とは例えば、予定破壊箇所を指す。
[No.155V1　別表1　A1項]

	A2
	分離すべき結合箇所は容易に見つけられるか。
	トナーカートリッジ：M
インクカートリッジ：S
	M
S
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	分解時に分離すべき結合箇所は容易にかつ速やかに見つけられなくてはならない。結合箇所が隠されている場合は、対応する場所に印をつけなければならない(例えば、レーザーラベルまたは射出成形による)。
[No.155V1　別表1　A3項]

	A3
	分解工具のために必要な掴み点および作業空間が考慮されているか。
	トナーカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外、対象外のカートリッジ
	『掴み点』とは結合要素に工具により力を伝えるべき点を指す。そして工具による分解動作を実行できるためには、十分な作業空間が存在しなければならない。
一般の分解作業とは異なり、多くの場合、工具だけで解除が可能なスナップ結合は、特別なかたちでこの要求に応えている。[No.155V1　別表1　A5項]

	B:材料の選択とマーキング

	B1
	プラスチック製筐体部品に貼付されるラベルなどは、分離が容易でない場合、それらが貼り付けられる部分と同一の材質であるか、もしくはリサイクルを妨げない素材であるか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ/
□ラベルの貼付なし
	高品位の材料としてリサイクルをするためには、ラベルなどの貼り付けるプラスチック部品からの分離が容易であること、もしくは同材料化(相溶化)が望ましい。
[No.155V1　別表1　B1項]

	B2
	類似の機能を有するプラスチック部品の材料は一種類に限定されているか。
	25g以上の筺体部品
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がない、対象部品がないため対象外
	『類似の機能』とは、例えば「耐衝撃性」、「耐摩耗性」といった機能を指す。材料の種類が少なければ少ないほど、分離および活用の工程は効率が向上する。この要求は再使用部品であることが証明された部品には適用しない。
[No.155V1　別表1　B2項]

	B3
	同一のプラスチック材料から製造されている構造部品は統一性または互換性をもって着色されているか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	S
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	同じプラスチック材料でできた部品に統一的な色を採用することによって、再使用を目的とした材料循環導入の可能性を高める。『互換性をもった着色』とは、同色で明度が異なる場合を指す(例えばグレーとアントラサイト)。さらにプラスチックのタイプの違いも色で表すことができ、この「カラーコード」化は、プラスチックの種類分別に有効である。
 [No.155V1　別表1　B3項]

	B4
	プラスチック部品へのコーティングは必要最小限に限定されているか。メッキコーティングは用いていないか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	物質をリサイクルする場合、プラスチック部材に塗布された広いラッカー層、蒸着層、および圧着層を除去するための追加の方法が必要となる。レーザーラベリングはコーティングには該当しない。
この要求は再使用部品であることが証明された部品には適用しない [No.155V1　別表1　B4項]

	B5
	材料として活用可能な材料および材料結合を使用しているか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	『材料として活用可能』とは、出発原料と同一のリサイクル材料が製造できることを意味する(オリジナルレベルでの活用)。
なお、本項目は設計時の意図、目標を問うものであり、リサイクルの実行の有無については問わない。
[No.155V1　別表1　B5項]

	B6
	再生プラスチック材料の部分的な使用が許されているか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	『許されている』とは、製品の仕様において、条件を満足する材料が入手可能であれば使用できることを指す。また、『部分的な』とは、該当するプラスチック部品が存在すること(全ての部品でなくてよいということ)を指す。クローズドサイクルは、製造者が再生材料を既に使用しているかまたはそれを製品仕様書の中で約束して初めて実現する。
[No.155V1　別表1　B6項]

	B7
	プラスチック質量の全体に占めるリサイクル材料の割合は恒常的に少なくとも5%か。
	トナーカートリッジの筐体部品、インクカートリッジの筐体部品
	S
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がないため対象外
	『プラスチック質量の全体』とは、対象のプラスチック部品を全て合計した質量を指す。『リサイクル材料』とは、リサイクルプラスチックを含むプラスチック部品のことではなく、リサイクルペレットそのもののことを指す。リサイクルペレットの起源については問わない。つまり、使用済みプリンタ・複写機の部品から得られるリサイクルペレットに限らず、市場の他の製品群も含めてのリサイクルプラスチックであればかまわない。
適したリサイクル材料の使用は特に資源の節約に貢献し、可能な範囲で使用することが強く望まれる。
[No.155V1　別表1　B7項]

	B8
	25gを超え、かつ面積が200mm2を超えるプラスチック製部品は、ISO 1043を考慮しながら、ISO 11469に従ってマーキングがなされているか。
	ユニット全体(再使用される複合アッセンブリー中に含まれているプラスチック製部品は除く)
	M
	□はい/
□いいえ/
□交換部品がない、または対象部品がないため対象外
	プラスチックのマーキングはすべてのリサイクル企業にプラスチック材料の種類毎の選別を可能にする。
[No.155V1　別表1　B10項]

	C:長寿命性

	C1
	カートリッジは色毎の交換が可能か。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
ただし、ポータブル型の機器には適用しない
	M
	□はい/
□いいえ/
□単色のため対象外、ポータブル型の機器
	色毎の交換は材料の節約に貢献する。なお、ポータブル型の機器とは、小型、軽量のプリンタ等で、その中にモバイル型プリンタ(mobile printer)も含まれる。
[No.155V1　別表1　C3項]

	C2
	カートリッジは再利用できるか。
	トナーカートリッジ/インクカートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	再使用を設計的な対策によって妨げてはならない。具体的には、カートリッジの再利用を妨げるためのICチップまたは他の装置をカートリッジに取り付けてはならない。
[No.155V1　別表1　C5項]

	すべての“Ｍ”要求が満足されており、それらに“Yes”回答が与えられたか。
	M
	□はい/
□いいえ
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